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2019年 5月 13日 

各  位 

 

                          会 社 名 菊 水 化 学 工 業 株 式 会 社 

                         代表者名 代表取締役社長    山口 均 

                      (コード番号  ７９５３ 東証第２部 名証第２部） 

                        問合せ先 取締役 管理本部長 稲葉 信彦 

                                ＴＥＬ   052－300－2222 

 

繰延税金資産の計上と業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は 2019 年３月期決算において、下記の通り繰延税金資産を計上いたしました。また、2018 年５月

10 日に公表しました 2019 年３月期の業績予想と、本日公表いたしました実績値との間に差異が生じまし

たので下記のとおりお知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

１．繰延税金資産の計上について 

 当社は近年の業績回復及び今後の見直し等をふまえ、繰延税金資産の回収可能性について慎重に

検討した結果、2019年３月期決算において法人税等調整額（△は利益）を△94百万円計上すること

といたしました。 

 

 

２．2019年３月期業績予想値と実績値との差異 

(2018年４月１日～2019年３月 31日) 

(1)連結 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 21,970 330 306 65 5.19 

今回実績 (B) 21,459 276 279 143 11.46 

増減額(B-A) △510 △53 △26 78  

増減率(％) △2.3 △16.1 △8.7 120.6  

(ご参考)  

(2018年３月期) 
20,718 124 146 32 2.56 
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(2)個別 

 売上高 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 20,959 514 289 23.17 

今回実績 (B) 20,228 321 193 15.43 

増減額(B-A) △730 △192 △95  

増減率(％) △3.5 △37.5 △33.2  

(ご参考)  

(2018年３月期) 
19,764 193 91 7.32 

 

 

３.差異の理由 

(1)連結  

売上高につきましては、天候不順及び市況の低迷などにより、予測数値は未達となりましたが、建

築・土木用下地調整塗材市場において日本国内の子会社(日本スタッコ株式会社)が好調に推移した

事、また海外子会社の菊水建材科技常熟有限公司が昨年稼働した成果が徐々に出始めていることによ

り前年を上回る結果となりました。 

しかし、原油高による材料費の高騰、特殊工事の競争激化による受注価格の下落などの影響を受け

た結果、上記の実績値となりました。 

 

 (2)個別 

 売上高につきましては、天候不順及び市況の低迷などにより、予測数値は未達となりました。 

経常利益、当期純利益につきましては、原油高による材料費の高騰、特殊工事の競争激化による

受注価格の下落により予測数字を下回る結果となりました。 

 

以上 


